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催
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ク
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約
二
十
人
の
報
道
関
係
者
が
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か
け
、

［
約
二
十
人
の
報
道
関
係
者
が
詰
め
か
け
、

　
　
　
　
　
　
　
焼
き
そ
ば
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
事
業
に
興
味
示
す

　
　
　
　
　
　
　
焼
き
そ
ば
に
よ
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ま
ち
お
こ
し
事
業
に
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味
示
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［
約
二
十
人
の
報
道
関
係
者
が
詰
め
か
け
、

　
　
　
　
　
　
　
焼
き
そ
ば
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
事
業
に
興
味
示
す
］

興
部
長
、
進
藤
大
輔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
三
氏
が
、「
地
域
資
源
∞
全
国
展

開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
概
要
、
焼
そ
ば
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
経
緯
、
今
年
度

事
業
計
画
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
報
道
関

係
者
に
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
記
者
発
表
は
、
本
連
合
会
が
現
在

実
施
し
て
い
る
焼
そ
ば
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
と
商

工
会
地
域
内
外
か
ら
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
協
力
店
の
募
集

内
容
を
説
明
す
る
た
め
、

報
道
関
係
者
向
け
に
開
い

た
も
の
。記
者
発
表
で
は
、

最
初
に
山
本
専
務
理
事
が

全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
と
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
状
況
を
報
告
。

次
い
で
、
倉
岡
部
長
が
詳

細
説
明
を
求
め
る
報
道
関

係
者
に
対
し
て
詳
し
い
事

業
内
容
を
伝
え
ま
し
た
。

関
連
事
業
者
の
収
益
力

の
向
上
や
飲
食
店
へ
の
来

店
動
機
の
向
上
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

も
の
で
、「
個
人
消
費
の

本
連
合
会
は
、
報
道
関
係
者
を
集
め
て

「
広
島
焼
そ
ば
鉄
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

事
業
着
手
と
協
力
店
の
募
集
開
始
を
広
報

す
る
記
者
発
表
を
九
月
十
四
日
、
本
連
合

会
会
議
室
で
開
き
ま
し
た
。
約
二
十
人
の

報
道
関
係
者
が
出
席
し
た
記
者
発
表
で
、

山
本
敏
明
専
務
理
事
と
倉
岡
達
志
地
域
振
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落
ち
込
み
の
影
響
を
受
け
て
い
る
飲
食
店

の
お
手
伝
い
が
発
想
の
原
点
」
と
倉
岡
部

長
は
経
緯
を
説
明
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
広
島
な
ら
で
は
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ

た
究
極
の
「
広
島
焼
そ
ば

極
（
き
わ

み
）
」
の
味
を
全
国
に
展
開
す
る
こ
と

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力
店
を
広
く

募
っ
て
焼
そ
ば
を
通
じ
た
新
た
な
ま
ち
お

こ
し
に
取
り
組
む
旨
を
力
強
く
伝
え
ま
し

た
。協

力
店
の
募
集
に
際
し
て
は
、
商
工
会

地
域
内
外
を
問
わ
ず
募
る
旨
を
説
明
。
今

年
度
は
約
百
店
舗
の
参
加
を
目
指
す
と
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
島
産
の
カ
キ
や
ホ

ル
モ
ン
を
具
材
に
使
い
、
地
元
の
味
噌
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ソ
ー
ス
で
味
付
け
し
た

「
広
島
焼
そ
ば
」
の
新
商
品
開
発
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
も
報
道
関
係
者
に
詳
し
く

報
告
し
ま
し
た
。

倉
岡
部
長
の
説
明
後
、
進
藤
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
が
協
力
店
へ
の
参
加
特
典

に
関
す
る
情
報
を
提
供
。
協
力
店
の
登
録

は
無
料
で
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し

た
商
品
サ
ン
プ
ル
（
メ
ニ
ュ
ー
導
入
用
）

を
無
償
提
供
す
る
ほ
か
、
店
頭
掲
示
用
の

幟
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
無
料
配
布
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報

掲
載
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

ま
し
た
。
ま
た
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

テ
ッ

パ
ン
マ
ン

を
起
用
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
本
連
合
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
報
道
関
係
者
に
お
披
露
目
さ
れ
ま

し
た
。

〞

〝

〞

〝

「広島焼そば鉄板プロジェクト」の事業着手と協力店の募集開始を広報する記者発表
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と
、
環
境
問
題
に
関
心
を
持
つ
全
国
各
地

の
大
学
生
を
集
め
て
開
か
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
小
原
さ
ん
は
彼
ら
と
の
出
会
い
が

自
分
に
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
し
た
と
当

時
を
振
り
返
り
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

約
三
十
人
の
大
学
生
と
地
域
住
民
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
加
わ
り
、
環
境
問
題

に
真
剣
に
取
り
組
む
大
学
生
ら
の
情
熱
や

屈
託
の
な
い
笑
顔
に
心
打
た
れ
、
地
域
の

輪
（
和
）

人
の
輪
（
和
）
の
大
切
さ
を

教
わ
っ
た
と
い
う
小
原
さ
ん
。
今
度
は
そ

の
輪
（
和
）
を
周
囲
へ
広
げ
る
た
め
の
け

ん
引
者
と
な
る
決
意
を
爽
や
か
に
宣
言
。

同
じ
目
標
に
向
か
う
者
同
士
の
中
に
生
ま

れ
る
大
き
な
輪
（
和
）
の
力
を
自
社
の
活

動
に
も
取
り
込
み
、
輪
（
和
）
を
感
じ
ら

れ
る
組
織
づ
く
り
を
自
ら
担
っ
て
、
自
社

を
発
展
に
導
き
た
い
思
い
を
全
身
で
伝
え

〞

〝〞

〝

ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
後
、「
平
成
二
十
一
年

度
第
二
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
研
修
会
は
二
部
構
成
で
、

第
一
部
で
は

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｙ

の
湯

崎
英
彦
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
パ
ー
ト
ナ
ー

が
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
現
状
打
破
に

向
け
て
の
第
一
歩
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

湯
崎
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、

「
起
業
家
と
は
身
近
な
ア
イ
デ
ア
を
ア
イ

デ
ア
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
ず
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
行
動
で
き
る
人
の
こ
と
」

「
ピ
ン
チ
の
時
に
は
変
化
が
起
こ
り
、
そ

の
変
化
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
」
な
ど

と
経
験
か
ら
く
る
含
蓄
の
あ
る
言
葉
を

次
々
と
披
露
。「
成
果
と
は
考
え
と
行
動

の
掛
け
算
で
、
考
え
や
行
動
が
ゼ
ロ
な
ら

成
果
は
生
ま
れ
な
い
」
な
ど
と
述
べ
、

「
こ
れ
を
機
に
、
今
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
実

現
す
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

研
修
会
第
二
部
で
は
、
藤
岡
誠
治
会
長

が
「
今
こ
そ
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
…
」

を
テ
ー
マ
に
熱
の
こ
も
っ
た
ス
ピ
ー
チ
を

行
い
ま
し
た
。
藤
岡
会
長
は
、「
十
年
後

の
自
分
、
自
社
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

大
切
だ
」
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
要
性
を

強
調
。
将
来
の
年
表
や
夢
の
プ
ロ
セ
ス
な

ど
、
自
分
と
自
社
の
確
か
な
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
が
描
け
れ
ば
、
今
こ
の
時
を
ど
う
過
ご

せ
ば
よ
い
か
が
自
ず
と
見
え
て
く
る
か
ら
だ

と
そ
の
理
由
を
述
べ
、
そ
の
た
め
こ
れ
ま

で
以
上
に
経
営
革
新
の
取
り
組
み
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

〞

〝

商工会青年部 

主
張
発
表

主
張
発
表 

広
島
県
大
会
開
催

広
島
県
大
会
開
催 
主
張
発
表

主
張
発
表 

広
島
県
大
会
開
催

広
島
県
大
会
開
催 
主
張
発
表 

広
島
県
大
会
開
催 

﹇
県
内
六
地
域
の
代
表
者
が
主
張
発

表
を
行
い
、
芸
北
地
域
代
表
の
小
原

靖
一
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
﹈ 

商
工
会
青
年
部
の
青
年
部
活
動
や
青
年

部
員
と
し
て
の
活
動
内
容
な
ど
を
発
表
す

る
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
の
「
第
十

六
回
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会
広
島

大
会
」
が
七
月
二
十
二
日
、
中
区
田
中
町

の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
開
か
れ

ま
し
た
。

主
張
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
芸
南
西
地

域
代
表
の
佐
々
木
健
一
さ
ん
（
宮
島
町
商

工
会
青
年
部
）、
芸
南
東
地
域
代
表
の
立

花
資
識
さ
ん
（
呉
広
域
商
工
会
青
年
部
）、

芸
北
地
域
代
表
の
小
原
靖
一
さ
ん
（
鐵
園

町
商
工
会
青
年
部
）、
県
央
地
域
代
表
の

宮
原
和
樹
さ
ん
（
広
島
県
央
商
工
会
青
年

部
）、
備
南
地
域
代
表
の
平
盛
久
由
さ
ん

（
神
辺
町
商
工
会
青
年
部
）、
備
北
地
域
代

表
の
三
上
直
樹
さ
ん
（
三
次
広
域
商
工
会

青
年
部
）。
県
内
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
予

選
を
勝
ち
上
が
っ
た
六
人
が
熱
弁
を
振
る

い
、
最
優
秀
賞
に
は
芸
北
地
域
代
表
の
小

原
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

鐵
園
町
商
工
会
が
昨
年
九
月
に
「
地
域

資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
「
里
山
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
」
に
、
小
原
さ
ん
は
青
年

部
の
一
員
と
し
て
参
加
。
武
田
山
の
環
境

保
全
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

芸北地域代表の小原靖一さん（鐵園商工会青年部）が最優秀賞を受賞
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広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
井
上

文
江
会
長
と
、
県
内
四
地
域
八
ブ
ロ
ッ
ク

の
ブ
ロ
ッ
ク
長
ら
が
七
月
二
十
七
日
、
中

区
中
島
町
の
広
島
平
和
記
念
公
園
を
訪

れ
、
原
爆
の
子
の
像

に
千
羽
鶴
を
捧
げ

ま
し
た
。
県
内
商
工
会
女
性
部
、
中
国
・

〞

〝

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
連
合
会
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
、
平
和
へ
の
願
い
が
こ

も
っ
た
千
羽
鶴
を
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に
折
り
鶴
台
に
納
め
ま
し
た
。

本
県
女
性
連
が
毎
年
継
続
し
て
い
る

「
原
爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を
さ
さ
げ
る

事
業
」
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。
こ
の
事

業
は
、
平
成
七
年
に
開
催
さ
れ
た
「
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流

会
」
二
日
目
の
異
動
研
修
で
、
各
県
女
性

連
代
表
者
ら
が
広
島
平
和
記
念
公
園
の
原

爆
死
没
者
慰
霊
碑
に
献
花
し
、
原
爆
の
子

の
像
に
千
羽
鶴
を
奉
納
し
た
の
が
始
ま

り
。
以
降
、
世
界
平
和
を

祈
念
し
て
県
内
商
工
会
女

性
部
や
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

各
県
女
性
連
な
ど
か
ら
折

り
鶴
が
毎
年
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
本
県
女
性

連
が
代
表
し
て
毎
年
こ
の

時
期
に
千
羽
鶴
を
捧
げ
て

い
ま
す
。

今
年
度
も
県
内
商
工
会

女
性
部
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
各
県
女
性
連
に
事
業
協

力
を
呼
び
か
け
、
県
内
外

の
女
性
部
員
た
ち
が
心
を

込
め
て
折
っ
た
、
千
羽
単

位
の
折
り
鶴
が
各
地
か
ら

続
々
と
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
三
十
七
女
性
部
、
八

県
女
性
連
か
ら
届
い
た
平

和
の
折
り
鶴
を
本
県
女
性
連
が
取
り
ま
と

め
、
井
上
会
長
ら
が
広
島
平
和
記
念
公
園

に
持
参
。
井
上
会
長
ら
は
原
爆
の
子
の
像

に
平
和
を
誓
っ
た
後
、
女
性
部
員
た
ち
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
両
手
い
っ
ぱ
い
の
千

羽
鶴
の
束
一
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
折
り
鶴

台
に
吊
る
し
、『
犠
牲
者
の
御
霊
に
心
か

ら
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
さ
ら
な

る
平
和
文
化
を
構
築
し
、
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
世
界
を
願
い
折
鶴
を
捧
げ
ま
す
』

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
捧
げ
ま
し
た
。

原爆の子の像に千羽鶴を奉納

本
連
合
会
は
、

農
商
工
連
携
の
制

度
概
要
や
先
進
企

業
の
事
例
な
ど
を

紹
介
す
る
「
平
成

二
十
一
年
度
地
域

資
源
・
農
商
工
連

携
セ
ミ
ナ
ー
」
を

七
月
二
十
七
日
、

中
区
基
町
の
メ
ル

パ
ル
ク
広
島
で
開

催
し
ま
し
た
。
中

小
企
業
者
と
農
林

漁
業
者
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を

支
援
す
る
目
的

で
、
県
内
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
が
基
調
講
演
や

事
例
紹
介
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

「地域資源・農商工連携セミナー」開催 「地域資源・農商工連携セミナー」開催 「地域資源・農商工連携セミナー」開催 

［制度説明や基調講演、事例紹介などを通じて、

　　　　参加者の取り組み意欲の向上を目指す］
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戦う正太郎（中小企業者）を鉄人28号（信用保証協会）が力強くサポートします。
〈〈鉄人28号は当協会のイメージキャラクターです〉〉 

応援します。がんばります！ 応援します。がんばります！ 

広島県信用保証協会  
〒730-8691　広島市中区上幟町3番27号 

http://www.hiroshima-shinpo.or.jp

本　 所　TEL（082）228-5501　FAX（082）211-0032
福山支所　TEL（084）923-4893　呉 支 所　TEL（0823）21-9281 
三原支所　TEL（0848）63-4173　備北支所　TEL（0824）62-3917 
 

光プロダクション ○ C

　中小企業の皆様のサポーター 　中小企業の皆様のサポーター 

セ
ミ
ナ
ー
は
、
制
度
説
明
、
基
調
講
演
、

事
例
紹
介
、
個
別
相
談
会
の
四
部
構
成
で

実
施
。

第
一
部
の
制
度
説
明
で
は
、
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
中
国
支
部
中
国
地
域
活
性

化
支
援
事
務
局
の
矢
村
弘
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、「
農
商
工
連
携
の

事
業
説
明
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

農
商
工
連
携
の
制
度
概
要
や
支
援
内
容
、

現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。

の
特
徴
と
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

佐
良
土
代
表
は
農
商
工
連
携
の
現
状
を

「
農
商
工
連
携
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
一

人
歩
き
を
始
め
、
モ
ン
ス
タ
ー
化
し
て
い

る
」
と
分
析
。
農
林
漁
業
分
野
を
舞
台
に

し
た
異
業
種
連
携
の
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
と
語
り
、
地
産
地

消
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
、
農
産
物
直
売
所
、

異
業
種
か
ら
の
農
業
参
入
、
農
業
の
六
次

産
業
化
な
ど
、
農
商
工
連
携
は
何
で
も
丸

呑
み
す
る

古
く
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル

で
あ
る
と
表
現
。
そ
の
分
析
を
も

と
に
、「
い
か
な
る
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
参
加
者
の

意
欲
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
農
商
工
連
携
を
活
用
し
た
先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
う
県
内
企
業
の
代

表
と
し
て
、
株
式
会
社
ポ
ス
ト
ご
は
ん
の

里
が
事
例
発
表
。
同
社
の
新
保
誠
常
務
が

「
広
島
蒸
し
カ
キ
の
調
理
冷
凍
食
品
シ

リ
ー
ズ
の
商
品
開
発
と
販
路
開
拓
に
つ
い

て
」
を
演
題
に
、
事
業
内
容
や
農
商
工
連

携
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
第
四
部
と
し
て
個

別
相
談
会
を
開
催
。
相
談
案
件
は
四
件
で
、

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中
国
支
部
中
国

地
域
活
性
化
支
援
事
務
局
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
二
氏
が
相
談
対
応
に

あ
た
り
ま
し
た
。

〞

〝

第
二
部
で
は
、
株
式
会
社
ア
ム
コ
の
天

野
良
英
代
表
が
「
農
商
工
連
携
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
想
へ
の
発
想
〜
制
度
を

活
用
し
た
売
れ
る
商
品
づ
く
り
〜
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
。
天
野
代
表
は
電
子

部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
本

格
参
入
。
ア
イ
デ
ア
商
品
の
開
発
を
数
多

く
手
が
け
て
き
た
実
務
家
と
し
て
注
目
さ

れ
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料
で
野
菜
の

高
付
加
価
値
化
を
実
現
し
た

涙
の
出
な

い
甘
い
タ
マ
ネ
ギ

、
農
商
工
連
携
の
先

駆
け
と
さ
れ
る

さ
が
み
の

桑
茶

な
ど
の
商
品
開
発
を

例
に
、「
地
域
の
既
存
資
源
、

地
域
に
眠
っ
て
い
る
資
源
を

掘
り
起
こ
し
て
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ

る
よ
う
に
」
と
農
商
工
連
携

の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
。
異
業
種

連
携
に
よ
っ
て
経
営
資
源
を

相
互
に
補
完
し
合
い
、
今
あ

る
地
域
の
資
源
や
素
材
を
活

用
・
再
利
用
・
復
活
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
農
商
工
連
携

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
発
展
が
期
待

で
き
る
な
ど
と
述
べ
ま
し

た
。第

三
部
の
事
例
紹
介
で

は
、
株
式
会
社
サ
ラ
ド
ゥ
の

佐
良
土
励
代
表
が
「
全
国
の

事
例
か
ら
学
ぶ
農
商
工
連
携

〞

〝

〞

〝

平成21年度　地域資源・農商工連携セミナー
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そ
の
後
も
、
九
月
十
日
に
は
上
下
町
商

店
街
で
、
九
月
二
十
八
日
に
は
可
部
新
中

央
商
店
街
で
ミ
ニ
診
断
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
の

様
子
を
自
分
た
ち
の
目
と
足
で
確
か
め
な

が
ら
、
店
舗
で
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
の
診
断
結
果
に
つ
い
て
は
、

各
商
店
街
で
報
告
会
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ

れ
個
店
の
現
状
の
把
握
、
ま
た
商
店
街
の

活
性
化
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
へ
の

参
考
と
し
て
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

若
者
の
視
点
を
商
店
街
の
振
興
や
再
生

に
役
立
て
る
今
年
度
の
「
産
学
連
携
商
店

街
ミ
ニ
診
断
」
が
九
月
、
県
内
四
か
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
九
月
三
日
に
福
山
大
学

の
学
生
ら
が
世
羅
郡
世
羅
町
の
世
羅
高
校

学
園
通
り
商
店
会
を
視
察
調
査
し
、
六
日

に
は
広
島
修
道
大
学
の
女
子
学
生
ら
が
東

区
温
品
の
大
型
ス
ー
パ
ー
で
消
費
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

商
店
街
ミ
ニ
診
断
は
本
県
連
と
県
内
四

か
所
の
商
工
会
が
、
包
括
協
定
を
結
ん
で

い
る
県
立
広
島
大
学
や
県
内
の
大
学
と
連

携
し
て
実
施
す
る
「
産
学
連
携
小
規
模
事

業
者
活
性
化
推
進
事
業
」
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
昨
年
に
続
き
二
年
目
。
各
大

学
が
持
つ
シ
ー
ズ
の
活
用
と
、
若
者
の
視

点
、
志
向
を
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
や

各
個
店
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
の
が
目

的
で
す
。

今
年
度
は
県
内
四
か
所
で
事
業
が
実
施

さ
れ
、
県
立
広
島
大
学
が
安
佐
北
区
可
部

の
可
部
新
中
央
商
店
街
（
広
島
安
佐
商
工

会
）、
広
島
修
道
大
学
が
東
区
温
品
の
温

品
商
店
街
（
安
芸
町
商
工
会
）、
福
山
大

学
が
世
羅
郡
世
羅
町
の
世
羅
高
校
学
園
通

り
商
店
会
（
世
羅
町
商
工
会
）、

府
中
市
上
下
町
の
上
下
町
商
店
街

（
上
下
町
商
工
会
）
の
ミ
ニ
診
断

を
行
い
ま
し
た
。

九
月
三
日
に
世
羅
町
で
行
っ
た

ミ
ニ
診
断
で
は
、
福
山
大
学
経
済

学
部
の
三
年
生
七
人
が
世
羅
高
校

前
に
あ
る
商
店
街
を
訪
問
。
二
組

に
分
か
れ
て
、
カ
フ
ェ
や
洋
菓
子

店
な
ど
十
店
舗
を
視
察
し
ま
し

た
。
各
店
舗
で
地
域
や
商
店
街
の

現
状
や
大
型
店
舗
と
の
競
合
状
況

を
尋
ね
た
ほ
か
、
売
上
の
状
況
、

客
数
の
動
向
な
ど
を
確
認
。
参
加

し
た
学
生
ら
は
経
営
者
か
ら
の
回

答
を
熱
心
に
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん

で
い
ま
し
た
。

九
月
六
日
に
温
品
で
あ
っ
た
ミ

ニ
診
断
で
は
、
広
島
本
通
商
店
街

で

街
の
お
助
け
隊

と
し
て
活
動
し
て

い
る
、
広
島
修
道
大
学
商
学
部
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
シ
ス
タ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー

六
人
が
商
店
街
の
大
型
ス
ー
パ
ー
で
消
費

者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
店
舗
を
訪

れ
る
来
店
客
か
ら
日
常
の
買
い
物
行
動
な

ど
の
聞
き
取
り
調
査
と
し
て
、
商
店
街
を

取
り
巻
く
商
業
環
境
の
リ
サ
ー
チ
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
中
小
小
売
店
な

ど
に
事
前
配
布
し
て
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

シ
ー
ト
を
回
収
。
回
答
結
果
の
分
析
を

行
っ
た
後
、
九
月
十
八
日
に
商
店
街
の
店

舗
の
視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

〞

〝

今 年 度  
の 「
商
店
街

商
店
街
ミ
ニ
診
断
診
断
」 
「
商
店
街

商
店
街
ミ
ニ
診
断
診
断
」 
「
商
店
街
ミ
ニ
診
断
」 

ス
タ
ー
ト 

﹇
県
内
の
大
学
生
ら
が 

四
か
所
の
商
店
街
を
視
察
し
て
、 

商
店
街
の
活
性
化
案
を
ま
と
め
る
﹈ 

商店街の聞き取り調査を行う大学生
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Your Global Lifestyle Partner

〒730-0031 広島県広島市中区紙屋町2-2-2
　　　　　 紙屋町ビル２階

営業時間 ： 月曜～金曜（9：30～17：30）
　　　　　　　　　    （土曜・日曜・祝日休み） 

ま ず は お 気 軽 に お 電 話 で ご 相 談 く だ さ い 。  

JTB中国四国　広島支店  法人営業部 

JTBは個人・団体旅行はもちろん、群を抜いたネットワーク・総合力で大会・
イベント・コンベンションの成功に向けてスピーティな大会・学会運営の
お手伝いをさせていただきます。 

TEL 082（542）2711
FAX 082（542）2738

手
腕
を
発
揮
し
、
地
域
振
興
に
強
い
意
欲

を
も
っ
て
取
り
組
み
、
平
成
十
九
年
に
は

町
内
四
つ
の
商
工
会
を
取
り
ま
と
め
北
広

島
町
商
工
会
を
設
立
す
る
な
ど
、
商
工
会

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
残
し
ま
し
た
。

商
工
会
合
併
後
は
、
北
広
島
町
商
工
会
の

初
代
会
長
と
し
て
そ
の
指
導
力
を
遺
憾
な

く
発
揮
。
地
域
の
振
興
と
活
性
化
、
地
域

交
流
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
時
に
、
県
連
副
会
長
と
し
て
の
活
躍
に

も
さ
ら
な
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

本
連
合
会
の
運
営
に
力
を
尽
く
し
、
自

社
の
発
展
向
上
に
努
め
て
地
域
経
済
の
発

展
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
本
連
合
会
副
会
長
で
北
広
島
町
商

工
会
の
石
橋
勇
治
会
長
が
「
平
成
二
十
一

年
度
中
小
企
業
振
興
功
労
者
知
事
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
七
月
二
十
三
日
に
広

島
県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、
藤
田
雄

山
広
島
県
知
事
か
ら
石
橋
会
長
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
県
内
の
中
小
企
業
者
と
そ

の
関
係
者
を
対
象
に
、
中
小
企
業
団
体
の

運
営
に
尽
力
し
、
中
小
企
業
の
組
織
化
の

推
進
や
経
営
の
合
理
化
、
技
術
の
向
上
な

ど
に
取
り
組
み
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
人

に
贈
ら
れ
る
も
の
。
業
績
が
顕
著
で
他
の

模
範
と
な
る
人
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
中

小
企
業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
県
内
で
三
人
が
選
ば
れ
、

石
橋
会
長
が
そ
の
一
人
に
名
を
連
ね
ま
し

た
。石

橋
会
長
は
、
大
朝
町
商
工
会
青
年
部

長
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
、

大
朝
町
商
工
会
理
事
、
同
会
長
を
歴
任
。

商
工
会
の
組
織
・
運
営
に
対
し
卓
越
し
た

広島県知事から表彰状を贈られる石橋会長

≪労働保険（労災保険＋雇用保険）の加入はおすみですか≫ 

「１人でも雇ったら、入ろう。労働保険。｣

○正社員、パート、アルバイト、臨時雇用にかかわらず、労働者を
１人でも雇用されている事業主は、労働保険（労災・雇用）に加
入をする義務があります。雇用と同時に労働保険の加入手続を行
い、労働保険料を納付してください。 

　　労働保険は、労働中の事故による傷病補償と労働者が失業した

際の再就職活動中の生活補償をするもので、労働者雇用のための
最低限の補償です。 

　　こうしたことから、事業主の皆様に例外なく必ず加入いただく

ものと国が法律で定めております。 

　　また、未加入中に労災事故が発生して労災給付（医療費等）が支払われた場合、労

働保険料を遡って徴収することに加えて、労災給付に要した費用の100％又は40％が
徴収されることになりました。 

○事務手続は、労働保険事務組合（厚生労働大臣認可）への委託をお勧めします。 
　≪事務委託の特典≫ 

　①事業主に代わって事務処理しますので、事務の手間が大幅に軽減されます 

　②労働保険料の額にかかわらず、保険料が年３回に分割納付できます 

　③事業主や家族従業者の方も、労災保険に特別加入することができます 

○お問い合わせは 

へお気軽にご相談ください。 

・広島労働局総務部労働保険徴収課 
　(http://www.hiroroudoukyoku.go.jp) 
　《〒730－8538 広島市中区上八丁堀6－30　TEL（082）221－9246》 

各 労 働 基 準 監 督 署  
各ハローワーク（公共職業安定所） 
広島県労働保険事務組合連合会 
各 労 働 保 険 事 務 組 合  
広 島 県 社 会 保 険 労 務 士 会  

・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

[

地
域
社
会
に
貢
献
し
、本
連
合
会
運
営
に
も
手
腕
を 

発
揮
し
て
き
た
功
績
が
大
き
く
認
め
ら
れ
る
﹈ 

 

一般の契約に比べ、保険料は約44％割引。 

補償期間は最長１年間ありますので安心して充分な医療が可能です。 

病気やケガで働けない間、最高１年間月々の所得をワイドに補償します。 
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詳しくは商工会へお問い合わせ下さい。 

こんな時でも安心。 

掛金・共済金は、年齢・性別 
・職種に関係なく一律！ 

充実した入院・通院補償！ 

手術にも手厚い補償！ 

１日あたり約65円 
（A・Bタイプ）でビッグな補償 
とワイドな内容を実現！ 

医療特約の追加で、 
疾病入院の場合、 
1日目からお支払い！ 


